能動ラグ型車輪と砂質土間の相互作用力学に関する実験的研究 by 楊, 揚









ふりがな よう  よう  
                氏 名  楊  揚  
  














  実験結果から，ラグの傾斜角度と沈下長さが ALW と土壌の間にはたらく相互作用力に
大きく影響することが判明した．また，単一ラグを用いた実験では，ラグの移動速度が 10 
[mm/s]以下の範囲において土反力は移動速度に依存しないという結論を得た．さらに，ラ
グが土中で水平動作を行う際に発生する土反力は，変動区間と安定区間に分けることがで
き，変動区間における力の遷移は主にラグ前面に盛り上がった砂によって影響するため，
両区間で生じる土反力はラグの沈下長さを変数とする二次関数で表現できることが明らか
となった．ALW 機構を用いた実験においても，最大土反力がラグの沈下長さを変数とする
二次関数で表されるという同様の結果が得られ，車輪リムの存在により，単一ラグと比べ
て ALW がより大きな駆動力と垂直抗力を発生させられることも明らかとなった．これらの
結果に加え，従来の固定ラグ型車輪と比較すると，ALW はラグを早い段階で土壌へ挿入す
ることができ，且つ長い期間土壌内に留めることができるため，より大きな土反力を広範
囲に発生させられることが判明した．  
 
